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石  鎚石  鎚 ーいしづちー

令和７年４月より愛媛医療センターの看護部長
を拝命いたしました田村陽子と申します。出身は
高知県です。愛媛・岡山・香川・広島の転勤を経
て12年ぶりに愛媛の地に帰ってきました。高知出
身というと必ず「お酒は強いのですか？」と聞かれ
ますので「はい、好きです」とお答えしています。
ですが若いころに比べるとずいぶん弱くなり記憶
をなくす回数が多くなってきましたので注意して
いきたいと思います。

さて、愛媛医療センターと私とのご縁は、国立療
養所東高知病院でスタッフとして勤務していた際、
当院へ５日間の研修に来させていただいたことが
あります。重症心身障害病棟での研修でした。そ
の際は、愛媛病院（当時の名称）のスタッフの皆様
とともに入浴介助や療育、食事介助などさせてい
ただきました。当時、私も東高知病院で重症心身
障害児の病棟で勤務していましたが、愛媛病院と

の差に衝撃を受けたことを今
でも覚えています。その当時、
愛媛病院ではポジショニング
チェアーを使用し、なるだけ
患者さんを臥位のままではな
く坐位で過ごせるよう取り組
んでいました。患者さんの立
場になり、いつも天井や床ば
かりの景色ではなく、人の動き、窓から見える景
色を楽しむよう工夫していたことを思い出します。

この度、愛媛医療センターで看護部長として勤
務することになり、改めて看護師として患者さん
の目線に立った看護の提供、現状維持ではなく新
しいことへの挑戦、変化を恐れない看護部を目指
して看護職員一丸となって邁進していきたいと思
います。

看護部長　田村 陽子

夾竹桃：院内夾竹桃：院内

着任のごあいさつ
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令和７年４月より病院長を拝命している
舩田淳一です。

私が思い描いている愛媛医療センターの
将来像について述べさせていただきます。
①外来・管理棟の改修および新築	

外来・管理棟の老朽化への対策を第一に
考えています。当院は救急車の搬送・受け
入れ件数は年々増加しています。一方で、
外来棟から本館（病棟）の長い動線が医療施設としての機能低下や職員の負担に
なっています。今後も安定して地域医療に貢献していけるようによりコンパクトな
病院への改修を目指します。
②地域行政・医師会との結びつきの強化

昨今の厳しい医療情勢や建築費の高騰を考えると、当院改築の実現には地域行政
や医師会との連携が必須と考えています。愛媛医療センターの当地域における
役割を明確にすることが重要と考えています。
③積極的な医療DX（デジタルトランスフォーメーション）の活用

国立病院機構本部の方針として令和８年度に全職員への業務用スマートフォンの
配布が決定しました。第２期電子カルテへの移行も決まっており、日常業務だけ
でなく病院運営に関してもデジタル化・効率化されることを期待しています。
④地域医療への貢献

これまで通り愛媛大学医学部附属病院や四国がんセンターなど高度先進医療を
提供する大型病院との機能分担を図ります。また、近隣医療機関との連携を維持
し、東温市・松山東部地区におけるハブ病院としての役割を担います。老人保健
施設との連携も重視し地域住民の健康を支えていく医療機関を目指します。
⑤政策医療の継続・維持

国立病院機構が担っているセーフティーネット医療（重症心身障害・神経難病・
結核）に関して質の高い医療の提供を心がけます。
⑥臨床研究や治験の推進

国立病院機構病院の役割である、臨床研究や治験を介した医療の進歩に積極的に
貢献します。
⑦働きやすい職場づくり

職員間の横の繋がりを重視し、明るく働きやすい職場づくりを心がけます。病院
内における良好な人間関係の構築が安定した医療の提供に繋がると考えています。

上記目標を達成するために、職員個々の頑張りと地域の皆様のご支援が必要と
思っています。何卒よろしくお願い申し上げます。

院長マニフェスト
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令和７年４月に新たに愛媛医療センター
循環器内科に赴任した吉井豊史と申しま
す。平成10年３月に愛媛大学医学部を卒
業し、第二内科（現在の愛媛大学循環器・
呼吸器・腎高血圧講座）に入局しました。
入局後は愛媛大学医学部附属病院の研修医
からスタートし、以後、松山赤十字病院で
研修し、西条中央病院内科、公立周桑病院
循環器科で勤務しました。

平成14年４月から平成18年３月まで愛
媛大学医学部大学院（循環器グループ）に入
学しマウスを用いた動脈硬化の基礎研究を
していました。大学院を卒業後は喜多医師
会病院に長らく勤務し一時、市立八幡浜総
合病院に転勤となり、再度、喜多医師会病
院に戻りました。その後も貞本病院、県立

令和７年４月より愛媛医療センター内科
に赴任しました、永井彩子です。舩田病院
長、久保副病院長をはじめ病院のいろいろ
なスタッフの方、そして愛媛大学医学部の
同期生３人にも親切にいろいろと教えてい
ただき、感謝申し上げます。まだ新しい環
境や仕事に慣れておらず、いろいろとご迷
惑をおかけするかと思いますが、どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

愛媛医療センターは広大な敷地に緑が豊
かですが、私は園芸が趣味で、敷地内の植
物に季節を感じ、癒されています。最近の
発見としては、外来棟から病棟への廊下の
窓際にバラを発見しました。園芸好きでも
品種名には詳しくないのですが、いろいろ
な種類が結構きれいに咲いており、執筆時

新居浜病院、済生会松山病院と多くの病院
で勤務する経験をしました。それぞれの病
院での勤務経験が愛媛医療センターでの診
療に役立つと考えております。

現病院には外科に同期の先生が２人在籍
しており、また本年４月より内科にも同期
の先生が１人赴任したため困ったことがあ
れば相談しやすい環境です。私の専門は循
環器内科で、狭心症や心筋梗塞などの虚血
性心疾患、不整脈、心臓弁膜症など、また
それらによる心不全に対して診断、治療を
行っています。

東温市での勤務は平成18年以来ですが、
東温・松山東部地
区の循環器疾患の
患者さんに対して
微力ながらお役に
立てればと存じま
す。宜しくお願い
申し上げます。

まばらながらも見頃を迎えています。私は
自宅に庭がなく、バラといえばミニバラの
鉢植えしか育てたことはありませんが、手
入れによってはミニとは思えない大きな花
をつけてくれます。バラのお手入れはこま
めにいろいろやることがあり大変だと聞い
たことがありますが、当院のバラたちは地
植えの大株のようですので、きっと環境が
合っているのでしょう。お詳しい方がい
らっしゃいましたら是非お教えください。

精神科医で禅僧の方が書かれた「心と身
体の正しい休め方」という本を読んだとこ
ろ、「自然の中にある音や風を感じる」とい
う休息法が紹介さ
れていました。当
院の自然に癒され
ながら頑張りたい
と思います。

　

循環器内科医長

吉井　豊史

内 科 医 長

永井　彩子
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この春から呼吸器内科で診療を担当して
おります山本哲也と申します。医師として
のキャリアは14年目になりますが、この
たびご縁があり、３年ぶりにこの病院に
戻ってまいりました。実はここは私の生ま
れ育った地元でもあり、なじみのある風景
や、あたたかく迎えてくださる皆さまのお
かげで、どこか「帰ってきたなあ」と感じな
がら、日々診療にあたっています。

これまで大学病院をはじめとする医療機
関で、肺炎、喘息、COPD（慢性閉塞性肺
疾患）、間質性肺疾患など、さまざまな呼
吸器の病気の診療をしてきました。息苦し
さや咳といった呼吸器症状は、患者さんの
生活の質を大きく左右することが多く、不
安を感じながら受診される方も少なくあり

はじめまして。４月より赴任いたしまし
た宮﨑慈大（しげひろ）と申します。愛媛県
西条市出身で、医師13年目を迎えた37歳
です。昨年度まで愛媛大学医学部附属病院
に勤務しておりましたが、大学院卒業を機
に当院でお世話になることとなりました。
循環器領域での専門は特にありませんの
で、幅広く対応していきたいと考えており
ます。ただ、大学では心不全治療学講座に
所属しておりましたので、特に心不全領域
ではお役に立てるかと思っております。

さて、そんな私ですが、医師６年目の頃、
妻の国内留学に便乗する形で別府市の病院
に勤務する機会を得ました。実はこの別府
滞在中、（仕事以上？に）力を注いでいたの
が「別府八湯温泉道」です。これは、約150
ある温泉道参加施設のうち、入湯数に応じ

ません。そのため、診察では病気の説明を
できるだけわかりやすく丁寧に行い、少し
でも安心していただけるよう心がけていま
す。

ありがたいことに、患者さんからは「人
当たりがいい」「話しやすい先生」と言って
いただくことも多く、それが何よりの励み
です。診療の場では、病気のことだけでな
く、日々のちょっとした体調の変化や不安
なことも、気軽に相談していただける雰囲
気を大切にしています。

これからも、地域の皆さまが健やかに、
そして少しでも楽に呼吸ができる毎日を過
ごせるよう、誠
実に、丁寧に診
療を行ってまい
ります。どうぞ
よろしくお願い
いたします。

て段位が授与され、88湯制覇で「温泉道名
人」の称号が得られるという制度です。朝
早起きしてお風呂に入り、仕事が終われば
またお風呂へ…と、温泉道の“修行”を続け
ておりました。その道中、別府唯一の「泉
聖」（88湯めぐりを88巡達成して得られる
称号）にも偶然お会いするという、忘れが
たい出会いもありました。１年間の挑戦の
末、「温泉道九段」（72湯以上）まで到達し
ましたが、志半ばで愛媛に戻ることとなり
ました。

そういった経緯もあり、循環器疾患はも
ちろん、別府の温泉事情についても多少は
精通しておりますので、ご興味ありました
らどうぞお気軽
にお声かけくだ
さい。

（※情報は６、７
年前のものです
が…。）
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呼吸器内科医長

山本　哲也

循環器内科医長

宮﨑　慈大
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皆さま、はじめまして。このたびご縁をいただき、
放射線科医として勤務することになりました森川
友郎と申します。医師になって９年目を迎え、こ
れまで大学病院や地域の中核病院で、放射線診断
業務に携わってまいりました。

放射線科医は、レントゲン写真、CT、MRIなど
の医療画像を読影し、病気の早期発見や診断に貢
献することを主な役割としています。なかでも私
は心臓CTを専門にしており、心臓や血管の疾患
を的確に診断するため、多くの症例に携わり、日々
研鑽を重ねてまいりました。検査画像を通じて患
者さんの体の中を詳しく診ることができる放射線
科の仕事に大きなやりがいを感じており、今後も

より質の高い医療を提供できるよう努めてまいり
ます。

出身は愛媛であり、これまで親しんできた地域
で再び医療に携わることができることをとても嬉
しく思っています。土地のあたたかさや自然の豊
かさを改めて感じながら、地域に根差した医療を
提供していきたいと考えています。

趣味はゴルフと、二人の子どもと遊ぶことです。
休みの日にはゴルフでリフレッシュしたり、子ど
もたちと公園や自然の中で一緒に過ごしたりする
時間を大切にしています。
今後も家庭と仕事の両立
を大切にしながら、地域
医療に貢献できるよう精
一杯努めてまいります。
どうぞよろしくお願いい
たします。

整を通じ、病診連携・病
病連携を推進してまいり
たいと考えております。
その一つとして東温・松
山地域医療連携の会の運
営を通じ、医療機関間の
情 報 共 有 や 連 携 強 化 を
図ってまいりたいと思い
ます。そして、医療従事
者向け研修会も開催に向け準備中です。研修を通
じ地域医療の質向上と連携強化、また情報交換等
の場となるよう運営してまいります。不慣れな点
もあるかと思いますが、ご指導いただくと幸いで
す。どうぞよろしくお願いいたします。

地域医療連携係長　亀岡 福江

４月より地域医療連携係長に着任いたしました。
看護師長　亀岡福江です。昨年まで病棟看護師長
として、入院中の患者さんのご相談を受け意思決
定支援のお手伝いを行っておりました。

今年度からは地域医療連携係長として、病棟経
験を活かし地域の医療機関や介護・福祉関係との
橋渡し役となり、患者さんがスムーズに適切な医
療を受けられるよう支援してまいります。退院後
も住み慣れた地域で自立した生活を継続できるよ
う、生活支援やかかりつけ医の紹介を円滑に行い、
安心して療養生活を送ることができる環境を整え
られるよう努めてまいります。入院や退院、在宅
療養に関して何かご不明な点がありましたら、お
気軽にご相談ください。

さらに、地域の医療機関の皆様とは、地域密着
型の医療サービス強化のため、情報交換や連絡調

繋がる地域医療連携

地 域 の 輪地 域 の 輪地 域 の 輪 よろしくお願いします

放射線科医長

森川　友郎
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私は長らく心臓リハビリテーション領域の県内
責任者を務めてきましたが、今年度より病院長就
任が予定されていたため、今回の地方会開催が臨
床医としての一区切りと捉えており感慨深い２日
間となりました。

最後に当院の矢野理学療法士・間藤看護師の演
題が当四国支部地方会において（最）優秀演題賞を
３年連続で受賞したことを報告させて頂くととも
に、日頃の臨床業務を検討・分析し医療に還元す
る姿勢を誇らしく思っています。当院心臓リハビ
リテーションチームのさらなる発展と地域医療へ
の貢献を祈念しています。

院長　舩田 淳一

本年３月15日（土）～16日（日）の両日、日本心臓
リハビリテーション学会第８回四国支部地方会を
松山市総合コミュニティセンターで開催させて頂
きました。心臓病の悪化のため入院が必要となっ
た患者さんや心血管病の手術を受けられた患者さ
んの社会および日常生活へ復帰するためのプログ
ラムとして、心臓リハビリテーションの役割を重
要視してきました。一般にリハビリテーションと
いえば理学療法士による運動療法を思い浮かべる
方が多いと思いますが、ご高齢の患者さんや重症
心臓病の患者さんの社会復帰には、看護師・栄養士・
薬剤師・医療ソーシャルワーカーも含めた他職種
介入（包括的心臓リハビリテーション）が必要とな
ります。高齢化を迎える現代において医療現場だ
けでなく社会における心臓リハビリテーションの
重要性が高くなっています。

学会準備は大変でしたが、学会本部から後藤葉
一元理事長や高橋哲也現副理事長を始め四国内外
より指導的立場の先生方に参加頂きました。多く
の医療スタッフに注目して頂くために漫画家（平尾
リョウ氏）に依頼し愛媛県の明るいイメージの学会
ポスター（写真１）をデザインして頂きました。お
陰様で180余名の現地参加があり盛会にて終了す
ることができました（写真２：当院スタッフととも
に）。

初日のプログラム終了後は関係医療スタッフの
情報交換を目的として松山市内のホテルで懇親会

（写真３：医師 兼 社会人落語家の芸乃虎や志氏）を
開かせて頂きました。

写真２ 写真３

写真１

日本心臓リハビリテーション学会日本心臓リハビリテーション学会

第８回四国支部地方会 第８回四国支部地方会 開催開催
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４月１日より医療
安全管理係長を命じ
られました新田早織
です。これまで、10
年以上病棟看護師長

として勤務しておりましたが、医療安全管理係長
という大変責任の重い役割をいただきました。病
棟看護師長とは違う視点で、愛媛医療センターに
かかる全ての患者さんと家族、そして職員、病院
の医療安全活動をすることになりました。

今はまだ、各部署からのヒヤリハットレポート
報告を見て、ラウンドをしています。看護師とし
て知識はあっても未経験であったり、今まであま
り関わることのなかった部署の方とのお話や、環
境を見ることができ、新しい発見の日々です。

ヒューマンエラーはゼロにはできませんが軽減
することはできます。そのためには、ヒューマン
エラーがなぜ起こるのかという発生メカニズムか
ら、具体的にどのように起こったのかを明らかに
する必要があります。職員の皆さんからのヒヤリ

ハットレポートから、な
ぜその行動をとったのか
について考えることが重
要です。まずは現実を見
て、現場をよく見ること
から始めていきたいと思
います。ラウンドの際に
は、ヒヤリハットが発生
した状況について詳しく
お伺いすることもあるか
もしれませんが、これはヒヤリハットの発生要因
を分析し、再発防止策を検討するための重要な手
段です。ご協力をお願いいたします。

医療安全管理者として、目の前の事象に対して、
一つずつ取り組んでまいります。難しいことも多
いかと思いますが、皆様のご理解と、ご協力のも
と乗り越えていきたいと考えております。どうぞ
よろしくお願いいたします。

医療安全管理係長　新田 早織

医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

交替しました

ち
ょ
っ
と
言
い
放
し

ょ
っ
と
言
い
放
し

愛
媛
医
療
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員
の
持
ち
回
り
で
お
届
け
し
ま
す
。

早く帰ってきて

二
月
の
初
め
、
ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
病

気
を
し
て
入
院
を
し
た
。
生
死
の
境
を
さ

迷
う
事
態
に
陥
り
、
入
院
期
間
は
、
実
に

一
ヶ
月
半
に
及
ん
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
、

後
遺
症
も
脳
の
障
害
も
な
く
、
五
体
満
足

で
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

蘇
生
と
そ
の
後
の
治
療
に
心
血
を
注
い

で
く
だ
さ
っ
た
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

無
事
に
退
院
し
た
日
。
妻
か
ら
聞
い
た

「
お
か
え
り
な
さ
い
」
の
ひ
と
言
が
、
誰
か

ら
聞
い
た
「
お
か
え
り
」
よ
り
も
心
に
沁
み

た
。生

き
る
か
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
夫
の
帰

り
を
、
一
人
の
家
で
待
つ
時
間
は
ど
れ
ほ

ど
心
細
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
思
う

と
、
病
に
冒
さ
れ
た
自
分
が
情
け
な
く
、

一
人
に
し
て
不
安
が
ら
せ
た
こ
と
が
申
し

訳
な
く
、
毎
日
病
室
を
訪
れ
、
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
い
て
く
れ
た
こ
と
が
有
り
難
く
。

誰
も
が
至
る
と
こ
ろ
で
使
う
、
あ
り
ふ

れ
た
言
葉
で
は
あ
る
が
、
私
の
た
め
だ
け

に
掛
け
ら
れ
た
特
別
な
、
心
か
ら
の
「
お

か
え
り
な
さ
い
」は
、
大
切
な
宝
物
に
な
っ

た
。
私
も
ま
た
、「
た
だ
い
ま
」
と
心
か
ら

の
言
葉
を
返
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
家
に
は
喰
う
こ
と
と

甘
え
る
こ
と
に
特
化
し
た
愛
犬
が
い
る

の
だ
が
、
退
院
し
て
直
ぐ
に
「
た
だ
い
ま
」

と
声
を
掛
け
た
の
だ
が
、
当
の
本
人
は
、

『
あ
ぁ
、
そ
う
い
え
ば
こ
ん
な
や
つ
も
居
っ

た
な
。
暫
く
見
ん
か
っ
た
け
ど
、
ど
っ
か

行
っ
と
っ
た
ん
か
な
？
取
り
敢
え
ず
、
お

や
つ
く
れ
』
と
で
か
い
態
度
で
迎
え
ら
れ

た
。「『

と
う
ち
ゃ
ん
。
お
か
え
り
、
お
か

え
り
、
お
か
え
り
』
言
う
て
尻
尾
振
る

ん
が
飼
い
犬
の
あ
る
べ
き
姿
と
違
う
ん

か
い
？
」
と
言
っ
て
、
わ
や
く
ち
ゃ
に
モ

フ
り
な
が
ら
、「
こ
い
つ
は
、
相
変
わ
ら

ず
マ
イ
ペ
ー
ス
や
な
あ
」
と
二
人
で
笑
い

合
っ
た
。

病
気
、
入
院
、
長
期
の
不
在
と
、
非
日

常
が
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
夫
婦
の

絆
。
あ
と
何
年
一
緒
に
い
ら
れ
る
か
分
か

ら
な
い
老
夫
婦
だ
が
、
い
つ
ま
で
も
仲
睦

ま
じ
く
暮
ら
し
て
ゆ
き
た
い
と
願
っ
た
日

に
な
っ
た
。

当
た
り
前
の
日
常
が
帰
っ
て
ふ
た
月
あ

ま
り
、
虎
舞
竜
の
『
ロ
ー
ド
』
の
一
説
を
か

み
し
め
る
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

「
何
で
も
な
い
よ
う
な
こ
と
が　

幸
せ

だ
っ
た
と
思
う　

何
で
も
な
い
夜
の
事　

二
度
と
は
戻
れ
な
い
夜
」

樹
懶
菴
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外 来 診 療 担 当 医 表
診　療　科 診察室 午前・午後 月 火 水 木 金

循 環 器 内 科 ６診 午前 舩　田 吉　井 関　谷 岩　田 関　谷午後 舩　田

消 化 器 内 科 ９診 午前 古　田 廣　岡 久　保 久　保午後
12診 午前 奥　平

糖 尿 病 内 科
９診 午前 宮　﨑

11診 午前 村　上 宮﨑（第４）
午後

呼 吸 器 内 科

10診 午前 阿　部 伊　東 佐　藤 三　好 伊　東
午後 田　邉

11診 午前 渡　邉 仙　波午後

８診 午前 山　本
午後 三　好

脳 神 経 内 科
８診 午前 尾　原 尾　原

12診 午前 戸　井 戸　井午後 大八木

整 形 外 科
14診 午前 石　川
15診 午前 宮　本 石　川 宮　本
16診 午前 青　木 玉　井 青　木 玉　井

消 化 器 外 科 14診 午前 鈴　木 森　本
午後 石　丸

呼 吸 器 外 科 14診 午前 湯　汲

小児科（神経外来） 14診 午後 菊　池 桑原（第1・3・4） 菊　池野間（第２）

専門外来（予約制） 月 火 水 木 金
心臓外科外来★院内紹介のみ 16診 泉　谷
脳神経外科★院内紹介のみ 14診 松本・大塚（午後）
ペ ー ス メ ー カ ー 外 来 16診 第2・4（午後）
フ ッ ト ケ ア 外 来 小児面談室 第1・3・5
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 12診 山内（午前）
ア ス ベ ス ト 外 来 14診 午　後 午　後
息 切 れ 外 来 11診 渡邉（13：30～）
Ｓ Ａ Ｓ 外 来 11診 渡邉（14：00～16：00）
頭 痛 外 来 16診 永井（第2・4午前）
神 経 難 病 ８診 橋　本
鼠 径 ヘ ル ニ ア 外 来 14診 鈴木（午前）
気 胸 外 来 14診 湯汲（午前）
Ｎ Ｔ Ｍ 外 来 ８診 第2・4（13：30～15：30）

独立行政法人国立病院機構　愛媛医療センター
〒７９１－０２８１  愛媛県東温市横河原３６６　ＴＥＬ ０８９-９６４-２４１１　ＦＡＸ ０８９-９６４-０２５１
ホ ー ム ペ ージアドレス 　 h t t p s : / / e h i m e . h o s p . g o . j p
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←松山　国道11号線　高松→

東温市役所東温市役所

東温市図書館

重信中学校

東温市図書館 東温高校 東温消防署東温消防署

松山刑務所松山刑務所

北吉井小学校北吉井小学校

川上小学校重信中学校
愛媛大学
医学部
愛媛大学
医学部

愛媛大学
医学部

国
道
33
号
線

重
信
川

重
信
川

伊予鉄道高浜横河原線

伊
予
鉄
道
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浜
横
河
原
線

松山インターチェンジ松山インターチェンジ
川内インターチェンジ川内インターチェンジ

川内インターチェンジ川内インターチェンジ

東温市役所

東温市図書館

文

重信中学校

たのくぼ

みなら

よこがわらよこがわら

あいだい
いがくぶ
みなみぐち

あいだい
いがくぶ
みなみぐち文

文

文

文

北吉井小学校

横河原郵便局

文

〒

文
東温高校

文

文

松山刑務所

天然温泉 利楽

東温消防署

愛媛医療センター

愛媛医療センター

川上小学校
文

当 院 の 位 置 と 交 通

高速道路川内ICまでの所要時間 
　●三島川之江IC（７０ｋｍ） 　        ５０分
　●高松西IC（１３０.９ｋｍ）　　１時間３０分
　●徳島IC(１７０．９ｋｍ）　　 　１時間５０分
　●高知IC（１３０．１ｋｍ)　　 　１時間３０分
　　（川内ICから当センターまで車で５分）

交通機関
　電　　車　伊予鉄高浜横河原線横河原駅下車徒歩７分
　　　　　　または、愛大医学部南口駅下車徒歩3分
　バ　　ス　伊予鉄松山市駅川内方面行横河原下車徒歩１０分
　自家用車　松山市から３０分　伊予市から４０分　西条市から６０分
　　　　　　無料駐車場完備

※外来受付は８：30から11：00までです。内科は13：00から16：00までです。
　ただし、土・日・祝祭日・年末年始（12月29日～１月３日）は休診です。
※SAS（睡眠時無呼吸症候群）　NTM(抗酸菌症）

 2025年７月１日現在

※弊紙の基本方針として、掲載写真については原則ご本人様の了解をいただいております。

※弊紙へのご意見ご要望ご感想は、当センター内病院新聞編集委員会（担当：小倉）までお寄せください。

内科外来直通電話 TEL.089-990-1834
外科外来直通電話 TEL.089-990-1835


